
　

予
算
と
は
、
町
で
一
年
間
に
使
う
お

金
と
入
っ
て
く
る
お
金
の
見
積
も
り
の

こ
と
で
す
。
今
年
度
、
町
に
は
い
く
ら

の
収
入
が
あ
る
か
ら
、
こ
ん
な
買
い
物

を
し
よ
う
、
こ
ん
な
事
業
を
し
よ
う
と

い
う
計
画
が
予
算
の
中
で
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
逆
に
い
う
と
予
算
の
中
で
計

画
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
簡
単
に
は

実
行
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
予
算
に
は
大
き
く
分
け
て
３
つ

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
私
た
ち

の
生
活
に
最
も
関
わ
り
の
深
い
「
一
般

会
計
予
算
」
で
す
。「
一
般
会
計
予
算
」

は
生
活
全
般
に
関
わ
る
施
策
を
経
理
す

る
会
計
で
す
。

　

あ
と
２
つ
は
「
特
別
会
計
予
算
」
と

「
公
営
企
業
会
計
予
算
」
で
す
。
こ
れ
ら

は
特
定
の
事
業
に
限
ら
れ
た
中
で
、
収

入
と
支
出
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
市
川
三

郷
町
の
「
特
別
会
計
予
算
」
に
は
国
民

健
康
保
険
事
業
や
公
共
下
水
道
事
業
、

「
公
営
企
業
会
計
予
算
」
に
は
上
水
道

事
業
や
病
院
事
業
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

で
は
、
町
の
予
算
は
ど
の
よ
う
に
し

て
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

予
算
の
編
成
は
前
年
の
11
月
頃
、
ま

ず
国
や
県
の
経
済
動
向
、
予
算
編
成
方

針
な
ど
の
資
料
や
情
報
を
得
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し

て
国
の
各
省
庁
新
年
度
予
算
概
算
要

求
、
国
の
地
方
財
政
計
画
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
の
ほ
か
、
町
の

財
政
状
況
、
町
の
総
合
計
画
な
ど
を
加

味
し
た
う
え
で
『
予
算
編
成
に
お
け
る

基
本
方
針
』を
各
課
長
に
通
知
し
ま
す
。

こ
れ
は
予
算
案
の
基
本
的
な
考
え
方
や

収
支
の
重
点
事
項
や
留
意
点
を
説
明
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
受
け
各
課
で
は

予
算
見
積
も
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
見
積
も
り
と
は
、
こ
の
事
業
を

行
う
に
は
い
く
ら
か
か
る
か
？
そ
の
た

め
の
お
金
を
国
や
県
か
ら
は
も
ら
え
な

い
の
か
？
町
で
は
い
く
ら
負
担
す
れ
ば

良
い
の
か
？
な
ど
を
事
業
一
つ
一
つ
に

つ
い
て
計
算
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら

を
ま
と
め
て
町
の
予
算
編
成
担
当
課
で

あ
る
財
政
課
に
要
求
し
ま
す
。
後
日
、

３月 23 日、平成 24 年度の当初予算が
町議会で可決されました。一般会計予算
を 81 億 3,806 万８千円で編成。特別会
計予算と合わせた予算総額 138 億 3,353
万２千円で市川三郷町のまちづくりを
進めていきます

予算がどのように作成され、ま
たこれがどのように使われるか
を知っていただくため、町の予
算の概要をお知らせします。

予
算
化
さ
れ
て
初
め
て

事
業
が
実
行
で
き
る

新
年
度
の
予
算
編
成
は
前

年
の
11
月
か
ら
始
ま
る

財
政
課
に
て
『
予
算
編
成

に
お
け
る
基
本
方
針
』
を

作
成
。
各
課
に
予
算
案
作

成
時
の
留
意
点
を
説
明

財
源
な
ど
を
調
べ
て
、

各
課
ご
と
に
事
業
に

と
も
な
う
予
算
見
積

も
り
を
作
成
し
財
政

課
に
提
出

町
長
、
財
政
課
で
町
全
体

の
歳
入
歳
出
を
見
て
、
予

算
見
積
書
の
内
容
に
つ
い

て
聞
き
取
り
（
ヒ
ア
リ
ン

グ
）
な
ど
を
行
い
、
精
査

し
予
算
案
を
作
成

町
民
の
代
表
で
あ
る

議
会
で
予
算
案
が
審

議
さ
れ
、
承
認
さ
れ

れ
ば
予
算
案
が
予
算

と
し
て
成
立

⇦⇦⇦

予
算
作
成
の
流
れ

問町財政課財政係☎ 055-272-6091

5
2012

No.080 �

予算
平成 24 年度

よ
サ
ン



査
定
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
こ
れ

ら
の
予
算
見
積
も
り
に
つ
い
て
要
求
理

由
や
根
拠
を
説
明
し
ま
す
。

　

財
政
課
で
は
、
町
長
を
含
め
て
提
出

さ
れ
た
予
算
見
積
も
り
を
詳
し
く
調
べ

ま
す
。
こ
の
事
業
は
本
当
に
必
要
か
？

こ
の
買
い
物
は
今
年
必
要
か
？
別
の
方

法
が
な
い
か
？
な
ど
を
今
年
度
の
収
入

と
比
べ
な
が
ら
精
査
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
過
程
を
経
た
の
ち
予
算
案
が
固

ま
り
、そ
れ
が
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

議
会
で
審
議
さ
れ
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ

る
と
、
は
じ
め
て
予
算
案
が
予
算
と
し

て
成
立
し
、
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

町
に
入
っ
て
く
る
お
金
に
は
、
ど
ん

な
種
類
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ

は
大
き
く
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
町
民
�
や
固
定
資
�
�
か
ら

一
つ
は
町
民
�
や
固
定
資
�
�
か
ら

な
る
町
�
や
使
用
料
な
ど
の
、
町
で
自

ら
確
保
で
き
る

で
き
るる
「
自
主
財
源
」。
も
う

一
つ
は
地
方
交
付
�
や
国
、
県
か
ら
の

支
出
金
な
ど
、
他
か
ら
の
財
�
に
�
る

財
�
に
�
る

�
に
�
る

「
依
存
財
源
」
で
す
。

　

依
存
財
�
の
う
ち
大
き
な
割
合
を
占

め
る
の
は
地
方
交
付
税
で
す
。
地
方
交

付
�
と
は
わ
か
り
や
す
く
�
う
と
交
付

わ
か
り
や
す
く
�
う
と
交
付
交
付

金
の
一
種
で
、
自
治
体
の
格
差
解
消
を

目
的
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
自
治
体
で
確
保
で
き
る
�
収
な
ど
は

で
き
る
�
収
な
ど
は

る
�
収
な
ど
は

経
済
規
模
や
構
造
、
人
口
な
ど
に
よ
っ

て
差
が
出
ま
す
。
そ
の
た
め
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
も
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
か
ら
自
治

ら
れ
る
よ
う
に
、
国
か
ら
自
治

よ
う
に
、
国
か
ら
自
治

体
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�
成
�
成
23
年
度
に
地
方
交
付
�
の
交
付

度
に
地
方
交
付
�
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
自
治
体
は
、
�
道
�

自
治
体
は
、
�
道
�

は
、
�
道
�

県
で
は
東
京
�
の
み
、
市
�
町
�
で
も

�
町
�
で
も

町
�
で
もも

58
団
体
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の

不
交
付
団
体
は
い
ず
れ
も
が
防
衛
関
連

施
設
な
ど
の
大
規
模
施
設
が
立
地
し
て

い
た
り
、
大
規
模
な
観
光
資
�
が
あ
っ

が
あ
っ

た
り
、
大
企
業
の
事
業
�
や
�
�
が
あ

、
大
企
業
の
事
業
�
や
�
�
が
ああ

る
な
ど
の
要
�
が
�
�
ら
れ
ま
す
。

な
ど
の
要
�
が
�
�
ら
れ
ま
す
。

　

山
梨
県
内
に
は
昨
年
度
２
つ
の
不
交

付
団
体
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
主
財
�

で
あ
る
町
�
が
収
入
全
体
の
60
％
以
上

と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。。

　

収
入
の
�
�
�
の
中
に

収
入
の
�
�
�
の
中
に

�
�
�
の
中
に
町
債
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は

が
、
こ
れ
は

こ
れ
はは
町
の
借
金
で
す
。
町

債
が
少
な
い
事
も
大
事
で
す
が
、
ゼ
ロ

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
と
い

う
の
は
、
道
路
や
学
校
な
ど
、
将
来
に

わ
た
っ
て
長
期
的
に
使
わ
れ
る
公
共
施

設
建
設
の
た
め
の
財
�
は
、
特
定
の
世

代
だ
け
に
、
つ
ま
り
現
在
の
町
民
だ
け

に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。
こ
の
借
金
は
何
に

で
も
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
返
済
が

有
利
な
も
の
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
常

に
研
究
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
稼
ぐ
自
主
財
源

人
か
ら
も
ら
う
依
存
財
源

標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
確
保
す
る
地
方
交
付
税

計
画
的
に
利
用
さ
れ
て

い
る
町
の
借
金

平
成
24
年
度
一
般
会
計
収
入

今
年
度
は
固
定
資
産
税
の
資
産
評
価
替
え
が
あ

る
た
め
、
地
価
の
下
落
に
よ
り
町
税
を
前
年
度

比
１
・
81
％
の
減
額
。
国
庫
支
出
金
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
財
源
で
あ
る
民
生
費
国
庫
負
担
金
、

町
道
新
設
改
良
事
業
の
財
源
で
あ
る
土
木
費
国

庫
補
助
金
の
減
額
に
伴
い
前
年
度
比
17
・
68
％

の
減
を
見
込
み
ま
し
た

収
入
総
額  
81
億
３
，
８
０
６
万
８
千
円

【平成 24 年度市川三郷町税収の状況】
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左
の
円
グ
ラ
フ
は
、
歳
出
状
況
を
性

質
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

性
質
別
歳
出
で
は
人
件
費
、扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
の
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
経
費
や
、
道
路
や
公
共
施
設
の

建
設
な
ど
と
い
っ
た
投
資
的
な
経
費
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
計
で
い
え

ば
人
件
費
は
食
費
に
、
物
件
費
は
光
熱

水
費
に
、
扶
助
費
は
医
療
費
に
、
補
助

費
と
繰
出
金
は
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
、

公
債
費
は
借
金
の
返
済
と
置
き
換
え
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は

必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費

で
、
全
体
の
93
％
を
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
臨
時
的
に
使
え
る
お
金
は
非
常

に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
町
で

は
、
食
費
や
光
熱
費
（
人
件
費
や
物
件

費
）
な
ど
を
切
り
詰
め
、
財
政
の
健
全

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
具
体
的
な
歳
出
の
内
容
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
限
り
あ
る
財
源
を
生
か

し
た
本
年
度
予
算
の
特
徴
と
し
て
、
昨

年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
防
災
対
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
六
郷
中
学
校
特
別
教
室

棟
の
耐
震
化
、
学
校
施
設
の
窓
ガ
ラ
ス

へ
の
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
貼
付
、
災

害
時
に
孤
立
す
る
恐
れ
の
あ
る
下
九
一

色
地
区
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
緊
急
搬
送

拠
点
の
整
備
な
ど
で
す
。
ま
た
前
年
度

か
ら
引
き
続
き
、
孤
立
す
る
恐
れ
の
あ

る
集
落
に
対
し
衛
星
携
帯
電
話
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策
の
中
で
も
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
福
島
原
発

の
放
射
能
問
題
を
受
け
て
、
町
内
で
も

定
期
的
に
放
射
能
を
測
定
で
き
る
よ
う

放
射
能
測
定
器
を
購
入
し
ま
す
。

　

地
域
振
興
対
策
と
し
て
は
、
帯
那
地

区
に
定
住
促
進
住
宅
を
２
棟
建
築
し
、

ま
た
本
町
と
富
士
川
町
に
ま
た
が
る
山

王
地
区
に
土
地
区
画
整
理
事
業
を
計
画

し
、定
住
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

補助費等(16%)
13億218万6千円

人件費(16%)
13億204万8千円

公債費
(15%)
12億8,941万2千円物件費

(15%)
12億2,735万9千円

繰出金
(15%)

11億9,916万1千円

扶助費(12%)
9億7,823万円

普通建設事業費(10%)
7億7,370万8千円

その他(1%)6,596万4千円

性質別
歳出状況

平成 24 年度一般会計歳出内訳
歳出総額 81 億 3,806 万８千円 　経常経費の削減と、ふる

さと雇用再生特別基金事業
の終了に伴い物件費は前年
度比 4.74％の減。扶助費
は子ども手当支給事業の支
給月額の変更に伴い前年度
比5.33％の減。繰出金は国
民健康保険特別会計繰出金
などの増額に伴い前年度比
1.71％の増を見込みました

性
質
別
歳
出
で
見
る
財

政
の
状
況

東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
た
今
年
度
予
算

▪今年度の主な新規事業

ドクターヘリ地域緊急搬送拠点整備事業 500 ������ 

放射線測定器 31 � 5 ���� 5 ���5 ������ 

小中学校飛散防止フィルム貼付 263 � 2 ���� 2 ���2 ������ 

六郷中学校特別教室棟改築事業 1 � ��1�7 � 3 ���� ��1�7 � 3 �����1�7 � 3 ���� 3 ���3 ������ 

定住促進住宅整備事業 ��079 � � ���� � ���� ������ 

（�����地��整�事業�����地��整�事業 ��20� � � ���� � ���� ������ 

ネットワークシステムサーバ更新事業 1��69 ������ 

大同地�公民館建設事業 ��350 ���

高田地�公民館耐震調査事業 25� �１���

平成 24 年度版「知ってほしいまちの予算」
　広報紙だけでは伝えきれない今年度の予算や、各種事業につ
いてわかりやすく説明した「知ってほしいまちの予算」を発行
しました。今号と同時（5/1 付）に各戸に回覧し、町内公共施
設に設置します。また町 HP からも PDF でご覧いただけます。
　入手ご希望の方は総務課広聴広報係☎ 055-272-1101 まで

ご連絡下さい。
　なお数に限りがありますので、

部数がなくなり次第配布を終了し
ますが、HP での PDF データは

プリントアウトが可能です。
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入札執行状況のお知らせ（平成 23年 10月～ 12月） 問町財政課☎ 055-272-6091
工事名等 場所 請負額 請負業者

富士見住宅 16 号棟及び町有住宅市川団地階段手摺工事 市川大門字向新田地内 2�1�2�000 ㈱一瀬工務店
公共下水道管渠布設工事（流 23-� 工�� 高田地内 21�000�000 ㈱浅間組
公共下水道管渠布設工事（流 23-5 工�� 黒沢地内の 2 9�2�0�000 ㈱鹿島工業
中部横断自動車道建設に伴う下水道施設移設工事 下大鳥居地内 1�7�3�000 依田建設㈱
公共下水道舗装本復旧工事（流１工�� 市川大門地内　他 2�572�500 ㈱丸美建設工業
�保地内送水管布設工事（３工�� �保地内の６ 12�705�000 ㈱市川建設
�保地内ポンプ電気計装工事 �保地内の７ 22�995�000 シンクエンジニアリング㈱
芦久保トンネル改良工事 黒沢地内 �3�7�5�000 ㈱鹿島工業
町道落居五八線災害復旧工事 落居地内 6�0�1�600 ㈱峡南工業

（�称�町道平塩５号線新設改良工事 市川大門字平塩地内 9�1�7�500 ㈲岸本興業
町道落居細久保割石線改修工事 落居地内 9�2�0�000 ㈱上田建設
町道網倉日向線改修工事 落居地内 3�192�000 ㈱渡辺建設
下河原地内道路側溝改修工事 大塚字下河原地内 ��3�9�000 三珠産業㈱
町道福祉センター線改修工事 上野字町屋地内 1�63��000 砂田建設工業㈱
市川大門地内道路側溝改修工事 市川大門字八乙女地内 ��305�000 ㈲岸本興業
高田地�道路側溝改修工事 高田字椚田地内 1�00��000 ㈲依田工務所
岩間地内道路改修工事 岩間字屋敷�・関屋前地内 1�176�000 ㈲技建
北河原地内水路改修工事 市川大門字北河原地内 1��17�500 ㈱丸喜上野建設
市川大門地内水路改修工事 市川大門字宅地地内 93��500 ㈲依田工務所
黒沢地内水路改修工事 黒沢字大久保地内 1�627�500 ㈱鹿島工業
桜田川護岸改修工事 落居字桜田地内 2�26��000 ㈱渡辺建設
�保地内送水管布設工事（４工�� �保地内の８ 5��17�000 大森設備サービス
配水管敷設替工事（23- 川浦� 上野地内 2��01��00 ㈲丸松
公共下水道管渠布設工事（流 23-6 工�� 市川大門地内の 3 19�005�000 ㈱丸喜上野建設
公共下水道管渠布設工事（流 23-7 工�� 上野地内 2�1�2�000 ㈱水上建設
下九一色地�内集会所改修工事 下九一色地内 3�675�000 砂田建設工業㈱
市川三郷町道橋梁点検業務委託 市川三郷町内 9��70�000 ㈱フジ・フロンテ
市川三郷町道道路台帳補正業務委託 市川三郷町内 3�0�5�000 ㈱六測
定住促進住宅設計業務委託 �保字新地地内 1�323�000 ㈱三宅建築設計事務所

資料請求しただけなのに、高額なかつらを契約

消費者被害から
高齢者や障害者を守る

●
カ
タ
ロ
グ
請
求
だ
け
の
つ

も
り
が
販
売
員
の
訪
問
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
突
然

業
者
が
家
に
来
て
女
性
用
か

つ
ら
を
勧
め
ら
れ
、
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
い
う
間
に
契
約
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
女
性
用
か
つ
ら
は
種
類
も

価
格
も
多
様
で
す
。
高
価
な

も
の
も
多
く
、
購
入
に
は
事

前
に
か
つ
ら
の
タ
イ
プ
や
価

格
な
ど
を
調
べ
慎
重
に
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
に
も
、
訪
問
自
体
を
き
っ

ぱ
り
断
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法

で
す
。

●
訪
問
を
受
け
、
業
者
の
ペ
ー

ス
で
購
入
を
勧
め
ら
れ
て
も
、

不
明
な
点
や
迷
い
が
あ
っ
た

ら
、
そ
の
場
で
の
契
約
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

●
訪
問
販
売
の
場
合
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

が
可
能
で
す
。

　部分かつらのカタログを取り寄
せようと業者に電話したところ、

「ちょうどそちらの地域に行くの
で、訪問して説明させて下さい」
としつこく言われ、了承してし
まった。その日のうちに女性の販
売員が訪問してきて、注文もして
いないのに頭のサイズを測られた
り写真を撮られたりして、断れな

い感じになった。カタログには価
格表示がなく、販売員も値段につ
いて何も言わないので、高く
ても 20 万円くらいかなと想
像していたが、どんどん話
が進んでしまい、契約書を
書くときになって初めて 60
万円以上することがわかっ
た。解約したい。（70歳代女性）

●
困
っ
た
と
き
は
、
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
５

（
２
３
５
）
８
４
５
５
、
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
☎

０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７
に
ご
相
談
下
さ
い
。

消費生活
ニュース

見守り
新鮮情報

契
約
は
慎
重
に
ね
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■
昇
任
職
員

▽
産
業
振
興
課
長 

丹
沢
和
人
（
政
策
推
進

係
長
）

■
派
遣

▽
市
川
三
郷
町
・
富
士
川
町
新
病
院
設
置

協
議
会
課
長 

小
林
東
（
�
業
振
興
課
長
）

▽
市
川
三
郷
町
・
富
士
川
町
新
病
院
設
置

協
議
会
係
長 

立
川
祐
司
（
教
育
総
務
課
総

務
施
設
係
）

■
昇
任
職
員

▽
統
括 

新
津
敏
信
（
会
計
管
理
者
）
▽
保

育
課
長 

和
田
豊
（
生
涯
学
習
課
学
術
文
化

係
長
）
▽
生
涯
学
習
課
長 

小
林
武
仁
（
企

画
課
企
画
政
策
係
長
）
▽
企
画
課
情
報
化

推
進
係
長 

櫻
井
茂
（
総
務
課
防
災
防
犯

係
）
▽
い
き
い
き
健
康
課
健
康
増
進
係
長 

齊
藤
茂
樹
（
生
活
環
境
課
下
水
道
係
）
▽

い
き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係
長 

望

月
英
利
（
福
祉
支
援
課
介
護
係
）
▽
福
祉

支
援
課
介
護
係
長 

丹
沢
真
樹
（
建
設
課

町
営
住
宅
係
）
▽
保
育
課
大
塚
保
育
所
長 

北
�
千
春
（
山
保
保
育
�
）
▽
富
士
見
保

育
所
長 

志
�
き
み
子
（
富
士
見
保
育
�
）

▽
生
活
環
境
課
下
水
道
係
長 

渡
辺
潤
（
生

活
環
境
課
簡
易
水
道
係
）
▽
建
設
課
都
市

計
画
係
長 

渡
辺
元
樹
（
建
設
課
公
共
土

木
係
）
▽
教
育
総
務
課
総
務
施
設
係
長 

立

川
潔
（
生
活
環
境
課
下
水
道
係
）
▽
生
涯

学
習
課
学
術
文
化
係
長 

青
木
淳
（
財
政

課
管
財
係
）
▽
町
立
病
院
看
護
師
長 

久

保
節
子
（
町
立
病
院
主
任
看
護
師
）
▽
町

立
病
院
看
護
師
長 

依
田
美
貴
代
（
町
立

病
院
主
任
看
護
師
）

■
配
置
換
え

▽
企
画
課
長 

伊
藤
照
子
（
生
涯
学
習
課

長
）
▽
財
政
課
長 

志
�
一
成
（
�
務
課

長
）
▽
政
策
推
進
室
長 

長
田
勝
則
（
企
画

課
長
）
▽
町
民
課
長 

望
月
勲
（
六
郷
支
�

長
）
▽
税
務
課
長 

上
野
昌
樹
（
保
育
課
長
）

▽
会
計
管
理
者 

砂
田
茂
（
町
民
課
長
）
▽

六
郷
支
所
長 

樋
川
輝
彦
（
つ
む
ぎ
の
湯
�

長
）
▽
町
立
病
院
事
務
長 

伊
藤
正
己
（
財

政
課
長
）
▽
企
画
課
企
画
政
策
係
長 

武
田

真
一
（
企
画
課
情
報
化
推
進
係
長
）
▽
政

策
推
進
室
政
策
推
進
係
長 

薬
袋
和
幸
（
�

務
課
住
民
�
係
長
）
▽
税
務
課
住
民
税
係

長 

井
上
靖
彦
（
建
設
課
町
営
住
宅
係
長
）

▽
税
務
課
徴
収
係
長 

芦
沢
正
（
生
活
環

境
課
上
水
道
係
長
）
▽
三
珠
保
育
所
長 

河

野
圭
子
（
市
川
南
保
育
�
長
）
▽
市
川
保

育
所
長 

網
倉
き
ぬ
子
（
大
塚
保
育
�
長
）

▽
市
川
南
保
育
所
長
・
山
保
へ
き
地
保
育

所
長
兼
務 

�
松
真
澄
（
三
珠
保
育
�
長
）

▽
産
業
振
興
課
農
林
係
長 

窪
田
正
彦
（
建

設
課
�
市
計
画
係
長
）
▽
産
業
振
興
課
地

籍
調
査
係
長 
井
上
和
彦
（
三
珠
支
�
庶

務
係
長
）
▽
生
活
環
境
課
上
水
道
係
長 

石

原
千
秀
（
�
務
課
徴
収
係
長
）
▽
建
設
課

  
役
に
立
つ

場
に

もっと

役
場
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

か
っ
こ
内
は
旧
任

１
月
１
日
付
人
事

４
月
１
日
付
人
事

教
育
総
務
課
長　

網
倉
光
雄

福
祉
支
援
課
長　

青
柳
世
津
子

い
き
い
き
健
康
課
長　

一
瀬
礼
子

生
活
環
境
課
長　

河
西
勝

六
郷
支
所
長　

樋
川
輝
彦

町
立
病
院
事
務
長　

伊
藤
正
己

社
協
事
務
局
長　

小
林
稔
招

老
健
事
務
長　

石
原
孝

三
珠
支
所
長　

塩
島
久
男

保
育
課
長　

和
田
豊

教
育
長　

塩
澤
雄
市

町
長　

久
保
眞
一

町
立
病
院
看
護
師　

赤
池
恵

町
立
病
院
看
護
師　

有
薗
晶
子

町
立
病
院
社
会
福
祉
士　

保
坂
拓

今年度もイチガンとなって、さらに住みよいまちづくりに励みます

団結、挑戦、飛躍、ここから 続く発展のために
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町
営
住
宅
係
長 

望
月
和
仁
（
生
活
環
境

課
下
水
道
係
長
）
▽
三
珠
支
所
庶
務
係
長 

土
橋
一
賀
（
�
業
振
興
課
地
籍
調
査
係
長
）

▽
教
育
総
務
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長 

一
瀬
勲
（
�
業
振
興
課
農
林
係
長
）
▽
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長 

有
泉
恵
司
（
い

き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係
長
）
▽
介

護
老
人
保
健
施
設
看
護
師
長 

丸
山
弘
美

（
町
立
病
院
看
護
師
長
）
▽
企
画
課
企
画

政
策
係 

天
野
敦
子
（
総
務
課
広
聴
広
報

係
）
▽
総
務
課
広
聴
広
報
係 

渡
邉
麻
理

（
町
民
課
町
民
係
）
▽
総
務
課
庶
務
係 

一

瀬
え
み
（
三
珠
支
�
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
）

▽
総
務
課
防
災
防
犯
係 

立
川
恵
吾
（
財
政

課
財
政
係
）
▽
総
務
課
防
災
防
犯
係 

川

崎
努
（
福
祉
支
援
課
包
括
支
援
係
）
▽
財

政
課
財
政
係 

坐
光
寺
富
仁
（
�
務
課
徴

収
係
）
▽
財
政
課
管
財
係 

小
林
可
苗
（
六

郷
支
�
庶
務
係
）
▽
政
策
推
進
室
政
策
推

進
係 

内
藤
健
一
（
企
画
課
企
画
政
策
係
）

▽
町
民
課
町
民
係 

望
月
恵
美
（
六
郷
支

�
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
）
▽
税
務
課
徴
収
係 

長
田
勝
輝
（
政
策
推
進
室
政
策
推
進
係
）

▽
い
き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係 

久
保

真
人
（
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係
）
▽
い

き
い
き
健
康
課
つ
む
ぎ
の
湯
係 

望
月
宏

直
（
六
郷
支
�
庶
務
係
）
▽
福
祉
支
援
課

介
護
係 

大
野
和
人
（
�
務
課
徴
収
係
）
▽

福
祉
支
援
課
包
括
支
援
係 

丸
山
雅
幸
（
�

業
振
興
課
農
林
整
備
係
）
▽
富
士
見
保
育

所 

望
月
順
子
（
市
川
南
保
育
�
）
▽
富

士
見
保
育
所 

神
宮
寺
有
希
（
市
川
保
育

�
）
▽
市
川
南
保
育
所 

丹
澤
真
知
子
（
富

士
見
保
育
�
）
▽
山
保
へ
き
地
保
育
所 

笠

井
邦
将
（
大
塚
保
育
�
）
▽
産
業
振
興
課

商
工
観
光
係 
�
松
直
哉
（
�
業
振
興
課

農
林
係
）
▽
産
業
振
興
課
農
林
係 

小
林

陽
子
（
企
画
課
企
画
政
策
係
）
▽
産
業
振

興
課
農
林
整
備
係 

来
城
聡
（
福
祉
支
援

課
福
祉
係
）
▽
産
業
振
興
課
地
籍
調
査
係 

石
原
一
彦
（
建
設
課
公
共
土
木
係
）
▽
生

活
環
境
課
簡
易
水
道
係 

佐
野
弘
（
い
き
い

き
健
康
課
子
育
て
支
援
係
）
▽
生
活
環
境

課
下
水
道
係 

�
松
孝
紀
（
建
設
課
�
市

計
画
係
）
▽
建
設
課
公
共
土
木
係 

内
藤
達

也
（
�
業
振
興
課
地
籍
調
査
係
）
▽
建
設

課
公
共
土
木
係 

佐
野
正
英
（
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
）
▽
建
設
課
町
営
住

宅
係 

進
藤
陽
子
（
�
業
振
興
課
農
林
係
）

▽
建
設
課
都
市
計
画
係 

長
田
侑
也
（
�
業

振
興
課
商
�
観
光
係
）
▽
六
郷
支
所
庶
務

係 

中
込
章
（
総
務
課
防
災
防
犯
係
）
▽

教
育
総
務
課
学
校
教
育
係 

青
柳
博
司
（
町

民
課
国
保
年
金
係
）

■
派
遣

▽
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

望
月

利
偉
▽
山
王
土
地
区
画
整
理
準
備
委
員
会 

望
月
裕
志

■
採
用

▽
�
務
課
徴
収
係 

藤
原
祐
也
▽
福
祉
支

援
課
福
祉
係 

一
瀬
悠
子
▽
大
塚
保
育
� 

大
杉
紗
希
▽
市
川
保
育
� 

中
澤
理
恵
▽

町
立
病
院
看
護
師 

赤
池
恵
▽
町
立
病
院

看
護
師 

有
薗
晶
子
▽
町
立
病
院
社
会
福

祉
士 

保
坂
拓
▽
総
務
課
広
聴
広
報
係
運

転
技
術
員 

長
田
好
二
（
再
任
用
）

■
退
職
職
員

▽
岸
本
正
幸
（
統
括
）
▽
一
瀬
稔
（
政
策
推

進
室
長
）
▽
一
瀬
富
枝
（
い
き
い
き
健
康
課

健
康
増
進
係
長
）
▽
藤
原
満
（
福
祉
支
援

課
介
護
係
長
）
▽
土
橋
和
平
（
�
業
振
興

課
歌
舞
伎
文
化
公
園
管
理
事
務
�
）
▽
赤

池
初
子
（
市
川
保
育
�
長
）
▽
近
藤
小
百

合
（
富
士
見
保
育
�
長
）
▽
久
保
欣
史
（
町

立
病
院
事
務
長
）
▽
一
瀬
文
子
（
町
立
病
院

看
護
師
長
）
▽
太
田
辰
美
（
町
立
病
院
看

護
師
）▽
吉
良
摩
里
絵（
町
立
病
院
看
護
師
）

▽
遠
藤
啓
子
（
町
立
病
院
薬
剤
師
▽
長
田

三
子（
町
立
病
院
調
理
員
）▽
薬
袋
利
子（
介

護
老
人
保
健
施
設
看
護
師
長
）
▽
平
岡
初

代
（
介
護
老
人
保
健
施
設
介
護
員
）

統
括　

新
津
敏
信

会
計
管
理
者　

砂
田
茂

総
務
課
長　

長
澤
孝
幸

議
会
事
務
局
長　

遠
藤
貞
治

政
策
推
進
室
長　

長
田
勝
則

財
政
課
長　

志
村
一
成

企
画
課　

伊
藤
照
子

税
務
課
長　

上
野
昌
樹

町
民
課
長　

望
月
勲

建
設
課
長　

加
藤
秀
次

産
業
振
興
課
長　

丹
沢
和
人

生
涯
学
習
課
長　

小
林
武
仁

税
務
課
徴
収
係　

藤
原
祐
也

福
祉
支
援
課
福
祉
係　

一
瀬
悠
子

大
塚
保
育
所　

大
杉
紗
希

市
川
保
育
所　

中
澤
理
恵

今年度もイチガンとなって、さらに住みよいまちづくりに励みます

団結、挑戦、飛躍、ここから 続く発展のために
新採用職員


